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小浜市への観光客は若年層が少なく、季節による集客数に大きな差がある。ま
た、現地でのアクティビティ等も決して多くなく、現金を落とす機会が少ないという
課題を抱えている。

羽藤ゼミでは福井県小浜市と連携し、いかに地域の魅力を高め、自治体への観
光客を誘致するかを検討した。

学生の視点から小浜市が抱える課題を発見し、その解決策を提案した。具体的
には、(1) 若年層の少なさ、(2)季節による集客数の差、(3)キャッシュポイント
の少なさ等に注目し、それらを解決する提案を行った。彼/彼女らの提案は、母
娘をターゲットにしたもので、現地でのアクティビティの改善、斬新なプロモーショ
ンを含んでいる。学生にとっては対面での大舞台での発表は初めてであり、自分
たちのアイデアをより魅力的に見せるプレゼンを自分たちなりに考えることで様々
な学びがあった。

ＪＲ西日本・自治体・大学が連携し、若者視点を活用した地域活性化、旅行需要
の喚起、学生の成長機会の創出を目指す産官学のプロジェクトです。これまで北
陸、南九州、新潟、瀬戸内エリア等で毎年実施してきました。一連の取組みを通
して、参加学生と地元協力者の間で交流が生まれ、地域と連携強化の促進、大
学生による若者目線での旅行プランや地元の課題解決に向けたアイデアの提
案、および自主的な地元PRを展開しています。

本学の学生の役割は、小浜市の観光客が減少している理由を検討し、どうすれ
ばより多くの観光客を誘致することができるかをマーケティング的な考え方を用い
て提案することである。そのために、事前学習や現地研修を行い、徹底的に小浜
市を分析している。また、提案が絵に描いた餅にならないように、小浜市の担当
者と密なコミュニケーションを行い実現可能性を高めている。
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